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ASEANの重要性
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•戦略的要衝
海洋国家の日本にとって戦略的に重要なシーレーンの要衝。
自由で開かれたインド太平洋（FOIP）実現の要。

（ASEANは、インド太平洋に関するASEANアウトルック
（AOIP)を2019年に発表。）

•成長する経済
日本企業の製造拠点。約6.8億人の人口を抱える成長する
消費市場としても有望（世界の成長センター）。

エネルギー・脱炭素、デジタル等の新課題への挑戦の場。

•重層的な地域協力の中心
ASEAN主導の地域協力枠組みが重層的に発展。

首脳会合や分野別大臣会合が定期化・制度化。

日本にとってのASEANの重要性
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加盟国：10カ国（ベトナム、ブルネイ、カンボジア、インドネ

シア、ラオス、マレーシア、ミャンマー、フィリピン、シンガ

ポール、タイ）

面積：449万km²（日本の約12倍、世界の3.2％）

人口：6.79億人（日本の5.4倍、世界の8.5%)

GDP: 3兆6,223億米ドル（日本の85.6%、世界の3.6%)

1人当たりGDP：5,331米ドル

（日本の15.8%、世界の42.2%)

貿易額（輸出入計）：3兆8,284億米ドル

（日本の2.3倍、世界の7.7%)

ASEANと日本の比較
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（出典：IMF World Bank 財務省貿易統計 ASEAN Sates）
※面積のみ2021年統計、その他2022年度。



ＡＳＥＡＮ基本データ（２０２３年）
人口：約６．8億人（世界の約８％）
面積：約４４９万km2（世界の約３％）
ＧＤＰ：約３．8兆ドル（世界第５位）
（出典：ASEAN Highlists 2024, ASEANstas)

日本

【カンボジア】
人口： １，６７７万人
ＧＤＰ： ２９９億ドル
ＧＤＰ/人： １，７８６ドル
面積： １８万ｋｍ2

（日本の約半分）
フン・マネット首相

【ブルネイ】
人口： ４５万人
ＧＤＰ： １６６億ドル
ＧＤＰ/人： ３１，１５２ドル
面積： ５，７７０ｋｍ2

（三重県とほぼ同じ）
ボルキア国王

【マレーシア】
人口： ３，３９４万人
ＧＤＰ： ４，０６４億ドル
ＧＤＰ/人： １１，９７２ドル
面積： ３３万ｋｍ2

（九州を除いた日本）
アンワル・イブラヒム首相

【タイ】
人口： ７，１６９万人
ＧＤＰ： ４，９５３億ドル
ＧＤＰ/人： ６，９０８ドル
面積： ５１万ｋｍ2

（日本の約１．４倍）
ペートンターン首相

ＡＳＥＡＮ

人口： １億２４５４万人
ＧＤＰ： ４２，３１１億ドル
ＧＤＰ/人： ３３，９７３ドル
面積：３８万ｋｍ2

石破総理

ミャンマー ラオス

ベトナム

ブルネイ

フィリピン

インドネシア

シンガポールマレーシア

カンボジア

タイ

ＡＳＥＡＮ

【ミャンマー】
人口： ５，４８１万人
ＧＤＰ： ５９４億ドル
ＧＤＰ/人：１，０９６ドル
面積： ６８万ｋｍ2

（日本の約１．８倍）
   ウィン・ミン大統領(*)

(*2021年2月以降、
ミン・アウン・フライン国軍司令官が全権掌握。)

【ベトナム】
人口： ９，８１８万人
ＧＤＰ： ４，０８８億ドル
ＧＤＰ/人： ４，１６３ドル
面積： ３３万ｋｍ2

（九州を除いた日本）
クオン国家主席

【フィリピン】
人口： １億１５５５万人
ＧＤＰ： ４，０４２億ドル
ＧＤＰ/人： ３，４９８ドル
面積：３０万ｋｍ2

（日本の約８０％）
マルコス大統領

【シンガポール】
人口： ５６３万人
ＧＤＰ： ４，６６８億ドル
ＧＤＰ/人： ８２，８０８ドル
面積： ７２０ｋｍ2

（東京２３区とほぼ同じ）
ローレンス・ウォン首相

（出典：IMF World Bank 財務省貿易統計 ASEAN Sates）
※ドル表記はいずれも米ドル

ASEANは、国の規模、体制、宗教、社会文化が異なる多様な国の集まり

【ラオス】
人口： ７５３万人
ＧＤＰ： １５７億ドル
ＧＤＰ/人： ２，０８８ドル
面積： ２４万ｋｍ2

（本州とほぼ同じ）
トンルン国家主席

【インドネシア】
人口： ２億７，５５０万人
ＧＤＰ： １３，１９２億ドル
ＧＤＰ/人： ４，７８８ドル
面積： １，９２万ｋｍ2

（日本の約５倍）
   プラボウォ大統領

ＡＳＥＡＮ各国と日本の比較
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1967年 バンコク宣言で設立（インドネシア・マレーシア・フィリピン・タイ・  
シンガポールの5カ国、ASEAN5）

1976年 第1回ASEAN首脳会議開催（バリ）、東南アジア友好協力条約（TAC）、
ASEAN協和宣言、ASEAN事務局設立協定の採択

1984年 ブルネイ加盟

1992年 ASEAN自由貿易地域（AFTA）創設

1995年以降 ベトナム（1995年）、ラオス・ミャンマー（1997年）、カンボジア
（1999年）が加盟（ASEANが10カ国に、ASEAN10）

2007年 ASEAN憲章調印、2008年発効

2011年 東ティモールが加盟申請（2022年に原則加盟・オブザーバー参加決定）

2012年 RCEP交渉立ち上げ、2020年署名、2022年発効

2015年 ASEAN共同体発足、ASEAN共同体ビジョン2025（10年先まで）採択

2017年 ASEAN設立50周年

2019年 インド太平洋に関するASEANアウトルック（AOIP）採択

2025年 ASEAN共同体ビジョン2045（20年先まで）採択予定

ASEANの拡大と深化
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1978年 ASEAN拡大外相会議（ASEAN・PMC）

1994年 ASEAN地域フォーラム（ARF)

1997年 ASEAN＋3首脳会議（APT）

2005年 東アジア首脳会議（EAS)

→2011年以降 米・露が参加

2010年 拡大ASEAN国防大臣会議

（ADMM+) 初開催

※ASEAN主導の枠組み
いずれもASEAN議長国で開催

※1989年からAPEC閣僚会議、1993年からAPEC首脳会議開催
（ASEANのうちカンボジア・ラオス・ミャンマーは未加盟）

ASEANの重層的地域協力
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ASEANでのサスティナビリティの動向
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✓ 加盟国の首脳・閣僚等が集まる会議を定期的に開催し意思決定。議長国は各国持ち回り
（首脳・外相等主要会議の議長国：2024年ラオス、2025年マレーシア、2026年フィリピン）。

✓ 意思決定の基本は、協議とコンセンサス（ASEAN Way）。EUのように国家主権の一部委譲、通貨統合、
共通の外交・安全保障・防衛政策の実施を目指すものではない。

ASEAN首脳会議（最高政策決定機関）

ASEANの１年（首脳・外相会議）

春 ASEAN外相リトリート、首脳会議（ASEANのみ）

夏 ASEAN関連外相会議
（ASEANのみの外相会議、ASEAN＋１（日本等）
ASEAN＋３、EAS参加国、ASEAN地域フォーラム（RAF）
の外相会議）

秋 ASEAN関連首脳会議
（ASEANのみの首脳会議、ASEAN＋１（日本等）
ASEAN＋３の首脳会議、EAS）

・政策の方向性の提示
・重要事項の決定

各加盟国：政策や決定を実施

政治安全保障

共同体理事会

経済

共同体理事会

社会文化

共同体理事会

＜分野別閣僚会合＞

・外相会合

・国防大臣会合

・法務大臣会合
等

＜分野別閣僚会合＞ 

・経済大臣会合

・財務大臣会合

・農林大臣会合

・デジタル大臣会合

・交通大臣会合 等

＜分野別閣僚会合＞

・教育大臣会合

・環境大臣会合

・保健大臣会合
等

閣僚級会合：政策や決定の具体化

ASEAN調整理事会（ACC）

・三分野の調整機関

事務総長

常駐代表委員会（CPR）

任命

指示

連絡

支援
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ASEANの組織構造と意思決定プロセス



2025年ASEAN議長国
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議長国：マレーシア

テーマ：Inclusivity and Sustainability

優先分野：

１ ASEAN中心性の強化

２ 域内貿易・投資と科学技術イノベーション

３ 包摂性と持続可能性（格差縮小、生活水準向上、

気候変動の影響緩和）

＋ AESAN共同体ビジョン2045と４つの戦略計画

（政治安全保障・経済・社会文化・連結性）の採択



サスティナビリティ関連のASEAN主要文書
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- ASEAN経済共同体ブループリント2025（2015)

（B.8 持続可能な経済開発）

- ASEAN社会文化共同体ブループリント2025（2015)

（C 持続可能性）

- ASEANカーボンニュートラルASEAN戦略（2023）

（策定を豪州が支援）

- ASEAN農業・林業協力戦略計画2026-2030（2026)

  (改定案を今年の農林大臣会合で議論、策定を日本が支援中）

- ASEAN気候変動状況報告（2021）

（日本が支援）

- ASEAN気候変動戦略行動計画2025-2030（2025）

（策定を日本が支援中）

- ASEAN防災作業計画2021-2025（2020）

（次期計画策定を日本が支援中）

- ASEANブルーエコノミー枠組み（2023）

（策定を日本が支援、実施も日本が支援中）

https://asean.org/book/asean-economic-community-blueprint-2025/
https://asean.org/book/asean-socio-cultural-community-blueprint-2025/
https://asean.org/asean-charts-course-for-a-sustainable-future-with-ambitious-asean-strategy-for-carbon-neutrality/
https://asean.org/wp-content/uploads/2024/10/JPS-46th-AMAF-final.pdf
https://asean.org/wp-content/uploads/2021/10/ASCCR-e-publication-Correction_8-June.pdf
https://asean.org/wp-content/uploads/2021/10/ASCCR-e-publication-Correction_8-June.pdf
https://mneawp.asean.org/
https://asean.org/asean-blue-economy-framework/


サスティナビリティへの日ASEAN協力
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日本ASEAN友好協力50周年／特別首脳会議の成果 2023年12月17日
外 務 省

１．特別首脳会議（2023年12月17日、東京）
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◆ 青年・人的交流
◆ 文化・知的交流
◆ スポーツ
◆ 観光
◆ 語学
◆ 教育
◆ 外国人労働者
◆ 科学技術
◆ 人材開発
◆ ビジネス交流 
◆ 自治体交流
◆ ＡＳＥＡＮ事務局支援
◆ 大阪・関西万博

⚫ 法の支配
⚫海洋安全保障 
⚫防衛
⚫ WPS・YPS・平和構築
⚫ 核不拡散
⚫ 人権
⚫ 国境を越える犯罪
⚫ サイバーセキュリティ
⚫ 偽情報
⚫ 競争政策・競争法
⚫ 出入国管理
⚫ 地雷
⚫ 地域枠組み

◼ 経済
◼ 金融 
◼ 連結性
◼ 交通
◼ 環境・気候変動
◼ エネルギー・重要鉱物
◼ 防災
◼ 保健・社会福祉
◼スマートシティ・都市化
◼ デジタル
◼ 宇宙
◼ 農業・食料システム
◼ 格差是正
◼ ジェンダー
◼ 労働
◼ SDGｓ
◼ 公務員制度
◼ 地方開発

未来の経済・社会を共創するパートナー

日ＡＳＥＡＮ協力の推進（主要協力分野） 2025年3月
ＡＳＥＡＮ日本政府代表部

世代を超えた心と心のパートナー 平和と安全のためのパートナー
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ERIA（東アジア・アセアン経済研究センター）の概要

◼ ASEAN各国と域外パートナー国との協力・連携を進め、政策研究・

提言を行う国際機関（「東アジア版OECD」）

◼ 日本が主導し、東アジア各国首脳の合意に基づき2008年6月に設立

3rd  ERIA’s Extraordinary Governing Board Meeting, 
Feb 2024

事務局

メンバー国：16カ国

ASEAN10カ国＋日本、インド、豪、NZ
中国、韓国

理事会議長：ラモン・ロペス・元フィリピン貿易
産業大臣

日本理事：榊原定征・元経団連会長

事務総長:渡辺哲也 ※職員165名
(2024年7月)
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ERIAの主要活動分野

各国の研究機関、政府、産業界と連携し、経済・エネルギー、
デジタル、ヘルスケア、環境、農業などの領域において調査・
研究、政策提言を実施。産官学の政策対話の場も提供。
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E-DISC（ERIAデジタル・イノベーション・サステナブル・エコノミーセンター）

2023年8月のE-DISC発足式にはアイルラン
ガ・インドネシア経済調整大臣が出席。

◼ 2023年8月、ERIAデジタル・イノベーション・サステナブル・エコノミーセン
ター（E-DISC）設立

◼ E-DISCの主要活動分野

⚫ デジタルトレード：ASEANデジタル経済フレームワーク交渉を支援

⚫ データガバナンス：域内ルール策定やサイバーセキュリティの確保

⚫ イノベーションとアントレプレナーシップ
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アジア・ゼロエミッション・センター (2024年８月21日設立)
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⚫ 10月11日、石破総理が議長を務め、ラオスで開催された第2回AZEC首脳会合において、”今後10年のためのアクションプラン”を
含む首脳共同声明に合意。武藤経済産業大臣も出席し、8月の第2回閣僚会合の成果を報告。

⚫ AZECパートナー国の首脳からは、 ①AZECを主導してきた日本の取組に対する支持、②地域の脱炭素化、経済成長、エネルギー
安全保障を同時に達成しつつ、各国の事情に応じた多様な道筋の下でネットゼロを目指すAZEC原則への強固な支持が示された。

⚫ また、AZEC原則に従った排出削減対策（再生可能エネルギー推進、火力発電ゼロエミッション化、CCS技術等）や、技術革新、エ
ネルギー移行に向けたファイナンス促進により、地域として温室効果ガス排出削減を進めていくことへの、重要性が表明された。

⚫ これまでの「個別プロジェクトの実施」に加え、各国とのルール形成を含む「政策協調」のステージへと、新たな協力のフェーズに進展。

 AZEC首脳会合＠ラオスの具体的な成果について

①世界の脱炭素化への貢献／AZEC構想とAZECパートナー国の地域戦略の実施の加速
・ COP28の成果（再エネ3倍目標等）を歓迎し、取組を加速していくことをコミット。
・ AZECの取組を、パートナー各国の戦略や取組を反映した形で進めることを確認。

②AZEC原則の確認／AZECにおける進捗の歓迎
・ 脱炭素・経済成長・エネルギー安全保障の確保の同時実現
・ 各国の事情に応じた多様な道筋によるネットゼロの実現
・ 8月に開催されたAZEC閣僚会合（経産大臣議長）の成果やアジア大で進む官民の協力イニシアティブ等を歓迎。

③「今後10年のためのアクションプラン」 

柱１：AZECソリューション（脱炭素化に資する活動を促進するルール形成等）の推進

例）GHGの算定・報告の促進等、サプライチェーン全体の排出量の可視化
トランジション・ファイナンスの推進
農林分野・運輸部門等の脱炭素化

柱２：イニシアティブの始動
例）知的エンジンとしてジャカルタに「アジア・ゼロエミッションセンター」を設置

排出量の多い電力・運輸・産業の脱炭素化に関するロードマップ策定等を始動

柱３：個別プロジェクトの更なる組成
例）ODAや政府機関（JBIC、JETRO等）の政策ツールを活用した脱炭素プロジェクトの創出等

（再生可能エネルギー普及、グリーン工業団地開発等）

首脳声明の主なポイント

ルール形成

個別プロジェクト
推進

イニシアティブ好循環の創出

好循環を先導

（出典：外務省HP（写真提供：内閣広報室））
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日ASEAN共創ファストトラック・ピッチ

21※2024年はシンガポール、ベトナム、インドネシア、タイで開催
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日ASEAN気候環境戦略プログラム
（Strategic Program for ASEAN Climate and Environment: SPACE）概要

➢ 2023年8月に開催された日ASEAN環境気候変動閣僚級対話において、

西村環境大臣から気候変動・汚染・生物多様性損失という３つの危機に対処するため、

日ASEAN気候環境戦略プログラム（SPACE）が提唱され、ASEAN諸国の歓迎を受け、発足。

➢ 2023年9月に開催された日ASEAN首脳会議において、岸田首相からも

「日ASEAN気候環境戦略プログラム（SPACE）を通じた気候変動・環境問題への

対処に取り組む」 旨、言及。

＜日ASEAN気候環境戦略プログラム（SPACE）に基づく主な取組*＞

1. 気候変動

• 透明性：MRV（算定・報告・検証）システム構築の促進、金融機関が

気候変動リスク情報を利用するための気候関連財務情報開示パイロット事業

• 緩和：ASEAN気候変動戦略行動計画2025-2030の策定、福岡方式等メタン削減、脱炭素技術普及支援、

ゼロカーボンシティの普及、６条実施パートナーシップを通じた能力構築

• 適応とロス＆ダメージ：早期警戒システムの官民連携を通じた導入

2. 汚染

プラスチック汚染への対応（国家行動計画の策定・実施支援、モニタリング能力強化、データベース整備、e-wasteに関する法制度整
備及びモニタリング等の能力構築

3. 生物多様性の損失
生物多様性日本基金を通じた生物多様性国家戦略及び行動計画策定支援、能力構築を含む昆明・モントリオール生物多様性枠組み
の実施支援、ビジネス事例の共有等

＊注：SPACEに基づく環境省以外の取り組みとしては、MIRORI協力プラン、ITTO拠出金、CCSガイドライン、日ASEAN防災行動計画2021-2025、リスク保険制度等
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今後実施予定のプロジェクト例

○ 「みどりの食料システム戦略」を踏まえ、ASEAN地域における強靭で持続可能な農業・食料システムの構築に向けて我が国から提案

した「日ASEANみどり協力プラン」が、2023年10月の日ASEAN農林大臣会合（＠マレーシア）において全会一致で採択。

・気候が高温多湿で病虫害のリスクが高く、水田農業を中心と
し、小規模農家が多くを占めるなど、日本とASEAN地域は
農業生産環境の共通点が多い。

・「みどりの食料システム戦略」を通じて我が国が培ってきた技
術・イノベーションの
活用により、 ASEAN地域の生産力
向上と持続性の両立、ひいては食料
安全保障に貢献。

・日ASEANみどり協力プランの実施により、農業・食料システ
ム分野における日本とASEAN各国との協力強化に加え、日
本の技術の国際的普及、民間企業の海外展開の促進を目
指す。

プロジェクトの内容 対象国

トラクター、田植機等の自動操舵技術による生
産性向上と労働時間の削減

タイ

衛星データを活用した農地自動区画化、土壌
診断技術による肥料の削減

タイ、
フィリピン

気候変動緩和促進のための二国間クレジット
制度（JCM）プロジェクト

ベトナム

ICTを活用した水田の水管理の高度化による
気候変動影響緩和

カンボジア、
ラオス

2023年10月4日
日ASEAN農林大臣会合において採択

日ASEANみどり協力プラン
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多層的な交流と

相互理解の促進

を通じた信頼

イノベーション

による社会課題

解決の共創

信頼で共創する未来

福
田
ド
ク
ト
リ
ン
以
来
の

「
心
と
心
の
ふ
れ
合
う
相
互
信
頼
関
係
」

50年の
歴史

社会課題
の解決

エ
ネ
ル
ギ
ー
移
行
・
気
候
変
動
・
環
境
・

デ
ジ
タ
ル
化
・
保
健
・
防
災
な
ど
の

地
球
規
模
課
題
・
社
会
課
題

世界にスケー
ルアップ

多文化共生
社会の実現

AOIPというプラットフォームを活用して、 

協力の成果をインド太平洋から世界に広め、
地域と世界の持続可能な平和と繁栄に貢献

日本とASEANが相互に学んで自らを変革し、
安全で豊かで持続可能な多文化共生社会を実現

日本
ASEAN

50周年を契機に制度化・可視化を推進
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